
Ｒ６．１２．６（金）№２４
教育目標「チーム城西 ともに光りかがやく」

ＳＵＰＥＲ 城西ＹＥＳ ！
文責：校長 PTA授業参観への御参加ありがとうございました！

★１１月２９日（金）に、５年生が育てた「Happy城西っ子米」をいとく片山店で販売しました。
○○○○さんを始めとするチーム根下戸のみなさんに、田植えから収穫までを手取り足取りで教えていた
だき、ようやくできたお米です。多くのお米が機械乾燥で行われているのに対して、天日干しで丁寧に乾
燥させたことにより、Happy城西っ子米は、とても美味しいお米になりました。
★販売に至るまで、のぼりやポスター、解説リーフレット製作においては、いとく片山店の店長さんに教
えていただいたり、接客の仕方を練習したりと、５年生が一丸となって取り組んできたことにより、当日
は販売前から行列ができ、見事完売になりました。子どもたちの意欲と達成感がすばらしく、お買い上げ
いただいたお客様からも喜びの声がたくさん届きました。
★チーム根下戸のみなさん、お買い上げくださったお客様、応援してくださった保護者の皆様、本当にあ
りがとうございました。

お客様にHappy城西っ子米を積極的に宣伝しています！ 両手を添えて丁寧にお米を渡す姿に思いが表れています！

にっこり笑顔の宣伝活動！ 代金の受け渡しを慎重に行います！ お米を買っていただく喜びいっぱい！



３年生 親子で曲げわっぱづくり ４年生 ○○○○さんを迎えて命の授業 ５年生 親子でボッチャ体験

講演会では、大館市教育委員会の臨床心理士○○○○○先生から、「こどもの困った！こんなとき」と題して
お話をいただきました。子どもが困った状況に立たされたときに、親はとんな対応をしたらよいのか、どのよ
うに話を聴いたらよいのか…など、臨床心理士としての経験を基にお話しくださり、とても勉強になりました。
今回出席いただけなかった保護者のみなさんのために、養護教諭が当日のお話をまとめているところです。

参加していただいた方々の感想用紙もありがたく頂戴しており、こちらもまとめていますので、後日配布され
ましたら、どうぞご覧ください。

冬休み中の課題について
先日のＰＴＡ全体会でお話したことを改めてお伝えします！

１ 冬休みの課題は、この冬できるだけ減らします
２ ねらいは次の通りです。

①秋田の冬、大掃除やお正月などの年中行事を楽しむ。
②家族との団らんを思いっきり楽しんだり、家族の多一員としてのお手伝いをしたりする。
③自分がやりたいことに没頭する。（ゲーム、メディア以外のやりたいことを見つける）

３ 学校からは、冬休みドリルを一冊程度渡すのみとします（次の点を子どもにも確認します）
①自分で勉強したいことがある人は、ぜひ挑戦しましょう。
②家族で相談して、「これだけはがんばろう！」と決めて取り組むのもとてもよいことです。
③大切なのは、冬休みの過ごし方を親子で相談することです。先生に言われたから仕方なくやるよう
な勉強ではなく、自分がやりたいことに挑戦する冬休みにしてもらいたいと思います。

４ 後日この取組がどうであったか検証します
①お子さんと話し合って過ごし方を考え、充実した冬休みを過ごすことができるのであれば、来年の
夏休みの課題の在り方にも反映させたいと思います。

②この取組がうまくいかないようでしたら、再検討したいと思います。
５ その他

①一番心配なことは、メディアコントロールができなくなる可能性です。このことは、学校でもしっ
かりと指導しますが、ご家庭のルールづくりもお願いします。

②これまで取り組んで来た「冬休み新聞」づくりを楽しみにしていたご家庭もあるのではないかと思
います。そこで、取り組みたいお子さんには用紙を配布します。お子さんと話し合ってください。

一番の願いは、子どもたちが幸せで楽しい冬休みを過ごしてくること
です。元気いっぱいに新年を迎え、３学期からがんばるパワーをつけてき
てほしいということです。
どうか、事故やけがなく、家族のみなさんもHappyな冬休みになることを

祈っています。

桜の木とお別れです… 歩道拡張工事が今週から始まり、ついに桜の木とお別れすることになり
ました。Happy 推進室には、子どもたちの桜に対する思いを綴った手紙がたくさん来ています。そこで、来
週の１０日(火)にお別れ集会をすることにしました。（この日に伐採予定です）なお、子どもたちの手紙に
は桜の木を再利用するアイディアも届いており、城西っ子のやさしい心に胸を打たれています。


